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1.   はじめに 

インターネットや書籍等，様々な形式で料理レシピが提

供されているが，それらは一品の料理に対するものが多い．

しかし，家庭での食事では，一度に複数の料理を作る必

要がある．手際よく複数の料理レシピを統合して，一連の

流れにすることは，調理に慣れていない人にとって困難と

言える．そこで，本研究では，複数レシピに対する並行調

理手法の実現を目指し，複数レシピから一連の調理手順

を作成する際の傾向を調査する． 

2.   並行調理手法実現のための基礎調査 

2.1.   複数レシピの調理工程の統合 

既存の料理レシピは料理一品の調理手順を示したもの

である．しかし，実際の調理場面では，複数の料理レシピ

を並行に調理する必要がある．そこで，本研究では，複数

の料理レシピから一連の調理手順を記載した統合レシピを

構築する手法の実現を目指す(図 1)． 

図 1：複数レシピの調理工程の統合 

2.2.   並行調理に関する予備調査 

複数料理レシピを統合する手法を検討するため，調理

に慣れている人・慣れていない人が調理工程の統合の際

に，どのような傾向があるか調査をした． 

図 2：予備調査に使用した 3 つの料理レシピ 

ここでは，図 2 に示す 3 つのレシピを被験者に提示し，

完成のタイミングが揃うように一連の調理工程を統合する

よう指示をした．なお，被験者は，調理に慣れている人とし

て，日常的に調理をしている 40～50 代の女性 20 名，調理

に慣れていない人として，日常的に調理をしていない 10～

20 代の男女 20 名である． 

2.3.   調査結果 

レシピの統合処理にかかった時間を調査したところ，調

理に慣れている人は平均 4.85 分，調理に慣れていない人

は 4.52 分と平均で見るとあまり差は見られなかった．しかし，

調理に慣れている人は 4〜6 分の間で統合処理が終わっ

たのに対し，調理に慣れていない人は 2〜8 分と時間のば

らつきが見られた． 

図 3 に統合処理の結果を，調理操作の種類によって色

分けしたものを示す．左が調理に慣れていない人，右が調

理に慣れている人の結果である．図 3 左の調理に慣れて

いない人は，同じ色が集中しているのがわかる．一方，右

の調理に慣れている人は，色が集中することなく散らばっ

ている． 

 
図 3：統合処理の結果 

2.4.   考察 

上記の結果から，調理に慣れていない人は，「切る」や

「炒める」といった調理操作毎にまとめて調理を進めるのに

対して，慣れている人は，「煮る」といった手を放すことので

きる調理操作を基準に調理を行うことがわかった． 

3.   まとめ 

本稿では，並行調理手法の実現のため，複数レシピか

ら一連の調理手順を作成する際の傾向を調査した．調理

に慣れている人の傾向から，調理中に手を放すことができ

る調理操作を基準に統合していることがわかった．したが

って，今後，料理オントロジー[1]で収集されている調理操

作の分類を行い，並行調理手法の実現を目指す．  
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